Ⅱ．金融の現状に対する認識と行動

（安全性と収益性）

貯蓄商品の選択基準

　貯蓄商品を選択する際に最も重点をおくことについて、「安全性」、「流動性」、「収益性」の３基準に分けてみると（注）、「流動性」、「収益性」がともに小幅減少となった一方、「安全性」は平成７年以降４年連続で増加している。この間、「安全性」に関わる項目について個別にみると、「取扱金融機関が信用できるから」との回答はほぼ横這いである一方、「（その商品の）元本が保証されているから」が著増する格好となっている。

（注）ここでは、「安全性」、「流動性」、「収益性」に関わる項目をそれぞれ下記のように分類。

　　　安全性：「元本が保証されているから」、「取扱金融機関が信用できて安心だから」

　　　流動性：「少額でも預け入れや引き出しが自由にできるから」、「現金に換えやすいから」
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　　　収益性：「利回りがよいから」、「将来の値上がりが期待できるから」
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（図表）貯蓄商品を選択する際に重視すること














（３基準としてみた場合の推移）








